小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)　令和 (れいわ)４年度 (ねんど)　第２回 (だい２かい)幹事会 (かんじかい)　議事 (ぎじ)要録 (ようろく)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【日 (にち)　　時 (じ)】　令和 (れいわ)４年 (ねん)７月 (がつ)１５日 (にち)（金 (きん)）午後 (ごご)２時 (じ)～４時 (じ)
【開催 (かいさい)会場 (かいじょう)】 健康 (けんこう)福祉 (ふくし)事務 (じむ)センター第 (だい)３・４会議室 (かいぎしつ)
【参加 (さんか)委員 (いいん)】７名 (めい)
【Web (うぇぶ)参加 (さんか)】 ４名 (めい)
【欠席 (けっせき)委員 (いいん)】　なし　　　　　　　　　　　　　　　
【事務局 (じむきょく)】［障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)］６名 (めい)
［ひびき］　　　　 １名 (めい)
【傍 (ぼう)　　聴 (ちょう)】　相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)現任 (げんにん)研修 (けんしゅう)受講者 (じゅこうしゃ)　　　　　　　　（１８名 (めい)）

配付 (はいふ)資料 (しりょう)一覧 (いちらん)
１　小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)　第２回 (だい２かい)幹事会 (かんじかい)次第 (しだい)
２　第5期 (だい５き)小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)　幹事会令和 (かんじかいれいわ)4 (４)年度 (ねんど)討議 (とうぎ)テーマ　 （資料 (しりょう)１）
３　講演 (こうえん)「福祉 (ふくし)分野 (ぶんや)における人材 (じんざい)育成 (いくせい)～採用 (さいよう)から定着 (ていちゃく)へ～」　　（資料 (しりょう)２）
４　講演 (こうえん)「地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)の現状 (げんじょう)」　　　　　　　　　　　　　　（資料 (しりょう)３）
５　地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)の機能 (きのう)充実 (じゅうじつ)に向 (む)けた運営 (うんえい)状況 (じょうきょう)の検証 (けんしょう)及 (およ)び検討 (けんとう)の手引き (てび)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考 (さんこう)資料 (しりょう)）


１　開会 (かいかい)
    幹事長 (かんじちょう)より開会 (かいかい)が宣言 (せんげん)された。

２　配付 (はいふ)資料 (しりょう)の確認 (かくにん)
　　事務局 (じむきょく)より配付 (はいふ)資料 (しりょう)の確認 (かくにん)をした。

３　講演 (こうえん)　
　　「福祉 (ふくし)分野 (ぶんや)における人材 (じんざい)育成 (いくせい)～採用 (さいよう)から定着 (ていちゃく)へ～」※資料 (しりょう)２参照 (さんしょう)
　＜主 (おも)な内容 (ないよう)＞
　講師 (こうし)から①母集団 (ぼしゅうだん)形成 (けいせい)、②関心層 (かんしんそう)へのアプローチ、③入 (にゅう)職 (しょく)までのフォローという３つの新卒 (しんそつ)採用 (さいよう)の取組 (とりく)みや職員 (しょくいん)定着 (ていちゃく)の取組 (とりく)みの話 (はなし)があった。①では、合同 (ごうどう)説明会 (せつめいかい)や学校 (がっこう)との繋 (つな)がりを通 (つう)じて、法人 (ほうじん)のことを知 (し)ってもらうことが大切 (たいせつ)であり、②では「見て (み)知 (し)ってもらう」「働 (はたら)く人 (ひと)を感 (かん)じてもらう」機会 (きかい)を作 (つく)り、採用 (さいよう)に繋げる (つなげる)取り組 (とく)みをしていると紹介 (しょうかい)があった。③では、内定者 (ないていしゃ)研修 (けんしゅう)で交流 (こうりゅう)や横 (よこ)との繋がり (つな)を深め (ふか)、個別 (こべつ)相談 (そうだん)で各 (かく)個人 (こじん)の相談 (そうだん)にじっくり向き合 (む　あ)い、フォロー体制 (たいせい)を作 (つく)っている。定着 (ていちゃく)の取り組 (と　く)みでは、同期 (どうき)形成 (けいせい)で年 (ねん)３回 (かい)の研修 (けんしゅう)を開催 (かいさい)、職場 (しょくば)フォローとしてプリセプター制 (せい)、介護 (かいご)統括 (とうかつ)主任 (しゅにん)等 (とう)を導入 (どうにゅう)している。
　最後 (さいご)に、法人 (ほうじん)としてどんな人 (ひと)と働 (はたら)きたいのかを考 (かんが)えるとともに、相手 (あいて)がどんな職場 (しょくば)を期待 (きたい)するか、どうしたらそれが叶 (かな)えられるか、寄り添 (よ　そ)って考え続け (かんがつづけ)具現化 (ぐげんか)することが定着 (ていちゃく)に繋 (つな)がるという話 (はなし)で締 (し)めくくられた。なお取り組 (と　く)みは、インスタグラムでも発信 (はっしん)していると紹介 (しょうかい)があった。
　
＜質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)＞
【B委員 (いいん)】当法人 (とうほうじん)でも職員 (しょくいん)の人数 (にんずう)が増 (ふ)えて、指導 (しどう)方法 (ほうほう)やプリセプター制 (せい)を模索 (もさく)しているが、お話 (はなし)の中 (なか)でプリセプター制 (せい)の期間 (きかん)が1年 (ねん)という根拠 (こんきょ)はあるか。
【講 (こう)　　師 (し)】１年 (ねん)で施設 (しせつ)での生活 (せいかつ)などの流れ (なが)が分 (わ)かることと２年目 (ねんめ)３年目 (ねんめ)になると自分 (じぶん)がプリセプター担当 (たんとう)職員 (しょくいん)になることが多 (おお)い。自分 (じぶん)が教 (おそ)わったことを今度 (こんど)は次 (つぎ)の世代 (せだい)に伝 (つた)えていくという役割 (やくわり)を担い (にな)、周 (まわ)りの先輩 (せんぱい)職員 (しょくいん)がフォローしている。
【事務局 (じむきょく)】福祉 (ふくし)の人材 (じんざい)を確保 (かくほ)するため、市 (し)で１２月 (がつ)に福祉 (ふくし)の仕事 (しごと)の説明会 (せつめいかい)を行 (おこな)っている。貴 (き)法人 (ほうじん)では各施設 (かくしせつ)のバス見学 (けんがく)ツアーやライブ配信 (はいしん)をしているが、参加 (さんか)した方 (がた)の声 (こえ)はどうか。
　　　　　　また職場 (しょくば)定着 (ていちゃく)の研修 (けんしゅう)はどのような内容 (ないよう)で行 (おこな)っているか。
【講 (こう)　　師 (し)】利用者 (りようしゃ)支援 (しえん)について、学生 (がくせい)には現場 (げんば)のイメージがないので、実際 (じっさい)に見 (み)てもらうことによって働 (はたら)いている空気感 (くうきかん)や利用者 (りようしゃ)を知る (し)機会 (きかい)になり、雰囲気 (ふんいき)を知 (し)れて良 (よ)かったという声 (こえ)がある。
　　　　　　定着 (ていちゃく)研修 (けんしゅう)について１年目 (ねんめ)は自分 (じぶん)のキャリアを考える (かんが)研修 (けんしゅう)、２年目 (ねんめ)は現場 (げんば)でやってきた仕事 (しごと)を踏 (ふ)まえて、自己 (じこ)啓発的 (けいはつてき)な気付 (きづ)きを持 (も)てるような研修 (けんしゅう)を企画 (きかく)している。
【A委員 (いいん)】講師 (こうし)が福祉 (ふくし)の仕事 (しごと)を志す (こころざ)ようになったきっかけやどうしてその法人 (ほうじん)を選 (えら)んだのか。
【講 (こう)　　師 (し)】祖父母 (そふぼ)と暮 (く)らしていたので、高齢者 (こうれいしゃ)福祉 (ふくし)の支援 (しえん)をやりたいと思 (おも)っていたが、障 (しょう)がい者 (しゃ)の施設 (しせつ)を実習 (じっしゅう)して、仕事 (しごと)は施設 (しせつ)にしようと決 (き)めました。今 (いま)の職場 (しょくば)は現場 (げんば)を見学 (けんがく)して雰囲気 (ふんいき)が良 (よ)かったので、選 (えら)んだ。
【L委員 (いいん)】中途 (ちゅうと)採用 (さいよう)についての取り組 (とく)みとキャリアアップの取り組 (とく)みについて教えて (おし)頂 (いただ)きたい。
【講 (こう)　　師 (し)】中途 (ちゅうと)採用 (さいよう)は別 (べつ)の窓口 (まどぐち)になる。プリセプター１名 (めい)つくが、仕事 (しごと)の考 (かんが)え方 (かた)の違 (ちが)いもあるため、経験 (けいけん)のある先輩 (せんぱい)が担当 (たんとう)している。法人 (ほうじん)全体 (ぜんたい)の新人 (しんじん)研修 (けんしゅう)で横 (よこ)とのつながりができる機会 (きかい)もある。
　　　　　　キャリアアップについては、資格 (しかく)取得 (しゅとく)のための援助 (えんじょ)制度 (せいど)や法人内 (ほうじんない)で介護士 (かいごし)の実務者 (じつむしゃ)研修 (けんしゅう)も受 (う)けることができる。
【副幹事長 (ふくかんじちょう)】職員 (しょくいん)の定着率 (ていちゃくりつ)と中間層 (ちゅうかんそう)以上 (いじょう)の職員 (しょくいん)の定着 (ていちゃく)への仕組 (しく)みについてあれば教えて (おし)頂 (いただ)きたい。
【講 (こう)　　師 (し)】その年 (とし)によって違 (ちが)うが、入 (にゅう)職 (しょく)3年目 (ねんめ)の職員 (しょくいん)で６名 (めい)／３６名 (めい)が退職 (たいしょく)しているが、その代 (だい)によって差 (さ)がある。コロナ禍 (か)で支援 (しえん)の場面 (ばめん)で我慢 (がまん)を強 (し)いることが多 (おお)く、やりがいにつなげられるようにどのようにカバーできるか課題 (かだい)だと思 (おも)っている。
リーダークラス向け (む)に考課者 (こうかしゃ)研修 (けんしゅう)を行 (おこな)っています。人事 (じんじ)評価 (ひょうか)する立場 (たちば)になったとき重荷 (おもに)にならないようにするため、職員 (しょくいん)の意見 (いけん)の吸 (す)い上げ方 (あ　　かた)やフォローアップの仕方 (しかた)など、同じ (おな)立場 (たちば)同士 (どうし)のつながりが持 (も)てるように取り組 (と　く)んでいる。
関東 (かんとう)事務局 (じむきょく)3名 (めい)で、採用 (さいよう)や研修 (けんしゅう)の企画 (きかく)を行 (おこな)っている。それとは別 (べつ)に人材 (じんざい)育成 (いくせい)を話合う (はなしあ)会議 (かいぎ)を各施設 (かくしせつ)長 (ちょう)クラスが月 (つき)1回 (かい)集 (あつ)まって開催 (かいさい)している。
【幹事長 (かんじちょう)】研修 (けんしゅう)を受 (う)ける側 (がわ)や人材 (じんざい)育成 (いくせい)を担 (にな)う側 (がわ)の大変 (たいへん)さがあると思 (おも)うが、負担 (ふたん)を軽減 (けいげん)する工夫 (くふう)等 (とう)あるか。
【講 (こう)　　師 (し)】年間 (ねんかん)通して (とお)研修 (けんしゅう)の数 (かず)が多 (おお)いが、研修 (けんしゅう)の冒頭 (ぼうとう)に趣旨 (しゅし)説明 (せつめい)をして、参加者 (さんかしゃ)が研修 (けんしゅう)で学 (まな)んだことを現場 (げんば)に持ち帰 (も　かえ)って活 (い)かせることを目指 (めざ)している。
【会長 (かいちょう)】12月 (がつ)に福祉 (ふくし)の仕事 (しごと)説明会 (せつめいかい)を開催 (かいさい)するのは遅い (おそ)のではないかと思 (おも)うが、経験上 (けいけんじょう)適切 (てきせつ)な時期 (じき)はあるか？
【講 (こう)　　師 (し)】中途 (ちゅうと)採用 (さいよう)の方 (かた)は年 (とし)が変 (か)わってから活動 (かつどう)を始める (はじめる)方 (かた)も多 (おお)いという印象 (いんしょう)なので、１２月 (がつ)開催 (かいさい)でも良 (よ)いと思 (おも)うが、新卒者 (しんそつしゃ)は「FACE (ふぇいす) TO (とぅー) Fukushi (ふくし)」の取り組 (と　く)みでは、２月 (がつ)に参加者 (さんかしゃ)が一番 (いちばん)多 (おお)い。３年生 (ねんせい)が就職 (しゅうしょく)活動 (かつどう)を始 (はじ)める時期 (じき)だからだと思 (おも)う。どの時期 (じき)が良 (よ)いかは、ターゲットにもよる。


４　今年度 (こんねんど)の協議 (きょうぎ)テーマについて
【幹事長 (かんじちょう)】資料 (しりょう)１の通り (とお)、今年度 (こんねんど)の協議 (きょうぎ)テーマ案 (あん)という形 (かたち)で示 (しめ)した。第1回 (だい　かい)
幹事会 (かんじかい)でご意見 (　いけん)もいただき、基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センターや地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)事業 (じぎょう)への取り組 (と　く)みや第6期 (だい　き)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に向 (む)けてのアンケート調査 (ちょうさ)については全体会 (ぜんたいかい)で協議 (きょうぎ)する。
【全委員 (ぜんいいん)】令和 (れいわ)４年度 (ねんど)幹事会 (かんじかい)協議 (きょうぎ)テーマ（案 (あん)）について了承 (りょうしょう)する。

５　講演 (こうえん)「地域 (ちいき)移行 (いこう)支援 (しえん)の現状 (げんじょう)」　※資料 (しりょう)３参照 (さんしょう)
　N委員 (いいん)より講師 (こうし)の紹介 (しょうかい)があった。
＜主 (おも)な内容 (ないよう)＞
　平成 (へいせい)２５年 (ねん)から東京都 (とうきょうと)地域 (ちいき)移行 (いこう)促進 (そくしん)コーディネート事業 (じぎょう)を受託 (じゅたく)している。第 (だい)
　６期 (き)障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)の国 (くに)の指針 (ししん)では６％以上 (いじょう)の地域 (ちいき)移行 (いこう)を目指 (めざ)している。
東京都 (とうきょうと)も施設 (しせつ)入所者 (にゅうしょしゃ)の６％以上 (いじょう)、４５０名 (めい)以上 (いじょう)の地域 (ちいき)移行 (いこう)を目標 (もくひょう)としている。
　講師 (こうし)から地域 (ちいき)移行 (いこう)促進 (そくしん)コーディネーターの役割 (やくわり)と各 (かく)ブロック施設 (しせつ)と連携 (れんけい)した
　地域 (ちいき)移行 (いこう)の取り組み (とく)の流れ (ながれ)の説明 (せつめい)があった。昨年度 (さくねんど)からは地域 (ちいき)移行 (いこう)体験室 (たいけんしつ)を
設置 (せっち)し、グループホームに近い (ちか)環境 (かんきょう)で過ごす (す)機会 (きかい)を提供 (ていきょう)することで、利用者 (りようしゃ)
の意識 (いしき)向上 (こうじょう)や家族 (かぞく)理解 (りかい)の促進 (そくしん)に繋 (つな)げていく。地域 (ちいき)移行 (いこう)の目的 (もくてき)は自分 (じぶん)の意思 (いし)で
自分 (じぶん)のやりたいことを選択 (せんたく)する生活 (せいかつ)の実現 (じつげん)であると話 (はなし)があった。

＜質疑 (しつぎ)応答 (おうとう)＞
【L委員 (いいん)】市内 (しない)のグループホームの空き (あ)状況 (じょうきょう)について知 (し)りたい。
【講 (こう)　　師 (し)】当施設 (とうしせつ)で８月 (がつ)オープンの女性用 (じょせいよう)グループホームを開設 (かいせつ)するが、す
でに満床 (まんしょう)である。他 (ほか)の新設 (しんせつ)したところの情報 (じょうほう)はまだ把握 (はあく)しきれ　ていないが、ほかの事業所 (じぎょうしょ)も空き (あ)はない。市内 (しない)に限 (かぎ)らず、どこの地域 (ちいき) に移行 (いこう)したいか、本人 (ほんにん)や家族 (かぞく)に確認 (かくにん)してから、各地域 (かくちいき)と調整 (ちょうせい)に入 (はい)る。
【B委員 (いいん)】地域 (ちいき)移行 (いこう)の支援 (しえん)を開始 (かいし)して、グループホームに入居 (にゅうきょ)するまでの
期間 (きかん)はどれくらい要 (よう)するか。空き (あ)状況 (じょうきょう)が少ない (すく)中 (なか)で、本人 (ほんにん)にあったグループホーム探し (さが)で工夫 (くふう)していることがあれば、教 (おし)えてほしい。
【講 (こう)　　師 (し)】施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)からグループホームへ行 (い)かせたい家族 (かぞく)はほとんどおらず、
　　　　　　本人 (ほんにん)から行 (い)きたいと希望 (きぼう)することが多 (おお)い。体験室 (たいけんしつ)の紹介 (しょうかい)などして
　　　　　　調整 (ちょうせい)を進 (すす)めていく。期間 (きかん)としては、１年 (ねん)以上 (いじょう)かかるであろう。
　　　　　　グループホーム探 (さが)しは、重度 (じゅうど)の方 (かた)や車 (くるま)いすの方 (かた)の受入れ先 (うけい　さき)がない
のが課題 (かだい)と感 (かん)じる。
【I委員 (いいん)】当園 (とうえん)での最近 (さいきん)の傾向 (けいこう)では、グループホームから園 (えん)に入所 (にゅうしょ)する方 (かた)、
知的 (ちてき)障 (しょう)がい軽度中度 (けいどちゅうど)の方 (かた)が園 (えん)に入所 (にゅうしょ)してくるという逆パターン (ぎゃく)
が多 (おお)い。施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)からの地域 (ちいき)移行 (いこう)の都内 (とない)の状況 (じょうきょう)について教 (おし)えて
いただきたい。
【講 (こう)　　師 (し)】都内 (とない)の情報 (じょうほう)は入 (はい)ってきていないが、各新規 (かくしんき)開拓 (かいたく)受入 (うけいれ)促進員 (そくしんいん)に確認 (かくにん)して調べて (しら)おきたいと思 (おも)う。
【A委員 (いいん)】親 (おや)の立場 (たちば)としては、地域 (ちいき)に戻って (もど)きて会 (あ)いたいという気持ち (きもち)や高齢 (こうれい)になりうまく関係 (かんけい)が作 (つく)れるかという不安 (ふあん)な気持ち (きもち)など複雑 (ふくざつ)な思 (おも)いがある。グループホームへの移行 (いこう)をどのように進 (すす)めているのか知 (し)りたい。
【講 (こう)　　師 (し)】当施設 (とうしせつ)では自立度 (じりつど)の高い (たか　)方 (かた)から働 (はたら)きかけている。最初 (さいしょ)からグルー
プホームに入 (はい)りたいという人 (ひと)はほとんどいないので、周り (まわ)の支援 (しえん)　者 (しゃ)から話 (はなし)をして、体験 (たいけん)入所 (にゅうしょ)などの利用 (りよう)を勧 (すす)めていく。家族 (かぞく)に対 (たい)しては、グループホームは年中 (ねんじゅう)無休 (むきゅう)であることも伝 (つた)えている。
【事務局 (じむきょく)】今回 (こんかい)のお話 (はなし)は知 (し)らないことも多 (おお)かったが、コーディネーターがい
るため、最初 (さいしょ)から行政 (ぎょうせい)が入る (はい　)仕組 (しく)みではなく、もし事例 (じれい)が出 (で)てく
れば一緒 (いっしょ)に動 (うご)くというイメージでよいか。また、体験室 (たいけんしつ)の利用 (りよう)実績 (じっせき)
などについても教 (おし)えていただきたい。
【講　　師】グループホームに行けそう (い)な方 (かた)がいれば、計画 (けいかく)相談 (そうだん)担当者 (たんとうしゃ)に相談 (そうだん)し
てから働 (はたら)きかけている。体験室 (たいけんしつ)は令和 (れいわ)3年度 (ねんど)から受託 (じゅたく)している。  利用 (りよう)実績 (じっせき)は１２名 (めい)くらいの方 (かた)が利用 (りよう)した。

７　閉会 (へいかい)
　　　幹事長 (かんじちょう)より、下記 (かき)の予定 (よてい)が確認 (かくにん)され、閉会 (へいかい)が宣言 (せんげん)された。

＜今後 (こんご)の予定 (よてい)＞
（1） 当事者 (とうじしゃ)・情報 (じょうほう)部会 (ぶかい)　第２回 (だい　かい)
８月 (がつ)２６日 (にち)(金 (きん))午前 (ごぜん)１０時 (じ)～正午 (しょうご)
健康 (けんこう)福祉 (ふくし)事務 (じむ)センター (せんたー)第３・４ (だい)会議室 (かいぎしつ)

（２）地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)全体会 (ぜんたいかい)　第２回 (だい　かい)
　　　９月 (がつ)５日 (か)（月 (げつ)）午後 (ごご)２時 (じ)～４時 (じ)
　　　小平市 (こだいらし)役所 (やくしょ)大会議室 (だいかいぎしつ)（６階 (　かい)）

（3） 地域 (ちいき)部会 (ぶかい)　第２回 (だい　かい)
９月 (がつ)１６日 (にち)(金 (きん))午後 (ごご)２～４時 (じ)
健康 (けんこう)福祉 (ふくし)事務 (じむ)センター (せんたー)第３・４ (だい)会議室 (かいぎしつ)

（４）当事者 (とうじしゃ)ワーキング　第２回 (だい　かい)
　　　１０月 (がつ)１５日 (にち)（土 (ど)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)～３時 (じ)３０分 (３０ふん)
　　　中央 (ちゅうおう)公民館 (こうみんかん)視聴覚室 (しちょうかくしつ)
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